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①肝障害に及ぼす影響

　Wistar系雄性ラット（５匹／群）の朧校内にＤ-ガラクトサミン8 0 0 mg/kg を投与して肝障

　害を誘発し、２４時間後の血清中のＧＯＴ及びＧＰＴを測定して肝障害の指標としました。バ

　イオブランは、Ｄ-ガラクトサミン投与１時間前に２０、４０及び8 0 mg/kg の用量で朧校内に

　投与しました。バイオブラン非投与群（コントロール群）のＤ-ガラクトサミン投与２４時間

　後の血清ＧＯＴ及びＧＰＴはそれぞれ１ ４１０及び４ ４５ＴＵ／Ｌでしたが、バイオブラン投与

　群のＧＯＴ及びＧＰＴではいずれの用量においても、コントロール群に対して有意に低い値を

　示しました。
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